
2021 年度 関東支部運営委員会（第 4 回） 議事録 

 
日 時 ： 2 0 2 2 年 2 月 2 8 日 （ 月 ） 1 3 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0 会 場 ： 電 子 会 議

支 部 長 菊 池  喜 昭 ○ 副支部長 見 坂  茂 範 ×
副 支 部 長 
発表会 G リーダー 小 峯  秀 雄 ×

副 支 部 長 佐 原  守 ○ 副支部長 栃 本  泰 浩 ○ 支 部 監 事 高 橋  章 浩 ×

支 部 監 事 吉 田  潔 × 幹 事 長 杉 山  太 宏 ○ 副 幹 事 長 海 野  寿 康 ○

副 幹 事 長 立 石   亮 × 
山梨県Ｇ

後 藤  聡 ×
茨 城 県 Ｇ 

松 島  亘 志 ○
リーダー幹事 リーダー幹事 

栃 木 県 Ｇ 
西 村  友 良 × 

群馬県Ｇ
関   崇 夫 ○

神奈川県Ｇ 
早 野  公 敏 ×

リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
千 葉 県 Ｇ 

若 月  洋 朗 × 
埼玉県Ｇ

内 村  太 郎 ×
研究委員会Ｇ 

伊 藤  和 也 ○
リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
会 員 SＧ 

三 上  武 子 ○ 
会 員 SＧ

山 中  光 一 × 副支部長代理 小 田 桐  潔 ○
リーダー幹事 リーダー幹事

本部連絡幹事 吉 田  輝 × オブザーバー 桑 野  玲 子 ○ オ ブ ザ ー バ ー 金 田  一 広 ○

栃 木 県 Ｇ 
代 理 

清 木  隆 文 ○ 事 務 局 青木 美智子 ○    

○：出席予定，×：欠席予定，△：遅刻予定，空欄：未定 

１.前回議事録等の確認 

・2021 年度第 3 回運営委員会議事録（12/16） 【別紙－ 1】

→杉山幹事長より議事録内容を紹介した。  

・2021 年度第 4 回企画総務グループ幹事会議事録（1/21） 【別紙－ 2】

→海野副幹事長より議事録内容を紹介した。  

 

２.最近のスケジュール 

・2021 年度第 2 回商議員会 ：2022 年 3 月 2 日～3 月 9 日 書面会議：E-投票システム（2021 年

度事業報告・2022 年度事業計画・予算・名簿案 他） 【別紙－ 3】

→杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。 

・2021 年度監査      ：2022 年 4 月 7 日～4 月 12 日 支部監事，副幹事長（立ち合い） 

→杉山幹事長より内容説明があった。上記候補日のいずれの 1 日間で対応。 

・2020 年度第 3 回商議員会 ：2021 年 4 月 12 日～4 月 18 日 書面会議：E-投票システム 

（2021 年度決算報告） 

※2022 年 4 月 19 日～4 月 22 日議題書公開（審議事項含む） 

→杉山幹事長より内容説明があった。 

・令和 4 年度関東支部通常総会：2022 年 4 月 25 日（書面会議）          【別紙－ 4】

→杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。コロナ禍のため昨年に引き続き、書面会議での開催

とする。 

・特別講演会：2022 年 4 月 25 日（月）16：15～17：45 

ZOOM ウエビナーでのオンライン配信（参加可能人数 300 名） 

「土の締固め-古い課題の新たな展開-」（龍岡文夫先生 東京大学名誉教授、東京理科大学名誉教授）

→杉山幹事長より内容説明があった。 

菊池支部長より総会後の龍岡先生の特別講演は、非会員でも参加してよいということを確認した。

また、質問事項は当日時間内に受付けることとし、事前質問は募集しないことを確認した。 

・第 19 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2022：2022 年 10 月開催予定（オンライン発表） 



→杉山幹事長より内容説明があった。 

 

３.本部・他支部に関する連絡・報告・検討依頼事項 

(1) 1/13〆切：令和 2 年度名誉会員推挙候補者の推薦依頼（提出済） 【別紙－ 5】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。3 名の候補者を推薦。 

(2) 1/13〆切：功労章受章候補者の推薦依頼（提出済） 【別紙－ 6】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。2 名の候補者を推薦。 

(3) 1/21〆切：令和 4 年度予算案作成のお礼と修正案作成のお願い（提出済） 【別紙－ 7】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。2 次予算を提出済。商議員会にて 2 次予算をご審議い

ただく。 

(4) 1/21〆切：令和 3 年度決算見込み入力のお願い（提出済） 【別紙－ 8】

→ 杉山幹事長，事務局より資料を基に内容説明があった。 

書籍印税収入やスポンサー収入があったが、この他の講演会・講習会の参加費が見込まれず 

約 150 万円の赤字決算見込み予定。 

(5) 2/1〆切：令和 4 年度支部「事業計画案」提出についてのお願い（提出済） 【別紙－ 9】

→ 杉山幹事長，事務局よりより資料を基に内容説明があった。 

対面形式でもオンライン形式でも対応可能な各講演会等企画予定。 

(6) JGS 本部・支部アンケート結果の支部への展開について 【別紙－10】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。 

(7) 3/1〆切：3/17 開催 支部長会議について 【別紙－11】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。菊池支部長が出席予定。 

(8) 地盤工学会誌への寄稿について（提出済） 【別紙－12】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。GeoKanto2021 のオンライン交流会（Spatial 

Chat）についての報告をメインの内容とした。 

(9) 4/8〆切：令和 3 年度支部「事業報告案・決算報告関連書類」提出についてのお願い 【別紙－13】

→ 杉山幹事長，事務局（青木）より資料を基に内容説明があった。 

(10) 令和 3 年度永年にわたる正会員への感謝状贈呈について（2 月末本部より依頼予定） 【別紙－】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。昨年に引き続き、本部から直接、賞状を郵送予定。 

(11) 令和 3 年度特別会員表彰について（2 月末本部より依頼予定） 【別紙－】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。昨年に引き続き、本部から直接、賞状を郵送予定。 

(12) 3/15〆切：「地盤工学会誌」 2022 度読者モニター推薦のお願い 【別紙－14】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。関東支部定員 15 名の推薦依頼中。 

(13) 3/31〆切：「地盤工学会誌」支部編集委員について 【別紙－15】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。清水建設（株）の河田氏を推薦。 

(14) 1/11～3/18 会館外壁修繕工事について 【別紙－16】

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。 

(15) 訃報 

名誉会員 Michael John Pender(マイケル ジョン ペンダー) 様 (78 歳) 

 

→ 杉山幹事長より訃報の報告があった。 

 



４．支部からの周知・連絡・検討事項 

(1) 令和 4 年度予算案                          【別紙－3】P33 参照

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。 

菊池支部長より各委員会の収入・支出の内容確認があり、令和４年度の予算案と令和 3 年度の決

算見込みの内容について特に赤字予算になってしまうことについて注視するようコメントがあっ

た。 

(2) 令和 4 年度名簿案                          【別紙－3】P39 参照

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった。 

(3) 2021 年度 地盤工学会関東支部賞 

高性能小口径杭工法「ハイスペックマイクロパイル工法」 

粕谷悠紀氏・高橋真一氏・山本彰氏（(株)大林組） 

 

→ 事務局（青木）内容説明があった。本来なら支部総会にて表彰するが、今年度も支部総会は書面

会議の開催のため、賞状、盾については郵送、受賞のコメントはニューズレターに掲載する事 

とする。 

(4) 2021 年度予算執行状況について（1 月末現在） 【別紙－17】

→ 事務局（青木）より資料を基に内容説明があった。行事の収益はなし、各委員会の会議はオンラ

イン開催のため支出等はなく、管理費のみの支出となっている。 

 

５．メール審議決定事項 

(1)  液状化に係わる被害のメカニズムと名称を考える委員会：活動期間の延長申請について 

   令和 5 年 3 月まで 

→杉山幹事長より内容説明があった。 

(2)  茨城大学・茨城県地域気候変動適応センター・（一社）地域国土強靭化研究所ＣＮオープンセ 

   セミナー共催依頼（2022 年 2 月 28 日開催） 

→杉山幹事長より内容説明があった。 

 

６．開催結果，進捗状況の報告（前回運営委員会以降，開催分を記載） 

 なし 

 

７．グループ別の実施計画・進捗状況・その他報告事項 【別紙－3】P18～参照 

(1) 会員サービスグループ 【別紙－】 

→ 三上グループ長より R3 年度の反省と R4 はソイルストラクチャーコンテスト、語り部会等を実

施したい旨説明があった。ジオテク語りべ会は GeoKanto の特別セッションとして開催できない

か、発表会グループに検討いただく。 

(2) 茨城県グループ 【別紙－ 】

→ 松島グループ長より次年度の茨城県グループの活動について口頭で説明があった。 

コロナ禍でほぼ活動はしていない。 

(3) 栃木県グループ 【別紙－】 

→ 清木グループ長代理より次年度の栃木県グループの活動について口頭で説明があった。 

次年度はオンライン開催等も含め、柔軟に対応を検討する。 

(4) 群馬県グループ 【別紙－18】



→ 関グループ長より資料に基づき活動内容の説明があった。次年度は見学会・講習会を各 1回開

催予定。 

(5) 山梨県グループ 【別紙－ 】

→ 報告なし。 

(6) 千葉県グループ 【別紙－ 】

→ 報告なし。 

(7) 埼玉県グループ 【別紙－】 

→ 報告なし。 

(8) 神奈川県グループ 【別紙－ 】

→ 報告なし。 

(9) 研究委員会グループ 【別紙－19】

→ 伊藤グループ長より資料を基に活動内容の説明があった。 

令和 4 年度の新設研究委員会は 1～2 委員会を立上げ予定。協働委員会の提言を HP で公開する

件は、転載許諾がされているか確認する。既存杭委員会の講習会は学生会員が廃止されたた

め、正会員学生の参加費の区別が分かるようにする。 

(10) 支部発表会グループ 【別紙－】 

→ 報告なし。3月に幹事会を開催し、開催日、内容について検討する。 

 

８．その他 

（1）退会届 

なし 

（2）新入会 

    なし 
（3）次回打合せ：2022 年 月 日（ ）予定（前年度は 7 月 9 日開催） 
→ 次回の開催は、後日、日程調整を行った上で運営委員の皆様にアナウンスする。 

 

 


